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院長 小林 辰也      

これまでは副院長、脳卒中救急部長として診療に従事してまいりましたが、

2019年 4月 1日より院長に就任いたしました。今後はさらに地域の皆様のお役

に立てるようより一層頑張って参りたいと思いますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

当院は「24時間 365 日断らない救急」「地域からくも膜下出血を撲滅する」と

いうことを目標に掲げ、平成4年10月に中信地区唯一の脳神経外科病院として

一之瀬理事長が開設されました。以降27年間にわたり地域に根ざした診療を行

って参りました。 

社会の高齢化に伴い介護認定を受けた方が年々増加しています。厚生労働省の

発表では、平成26年末の時点で約600万人の方が介護認定を受けておられ、今

後も増加していくことが予想されます【図１】。このような状況を受け、寝たき

りを予防することに

我々医療従事者も力

を尽くさなければな

らないと考えますが、

中でも脳血管障害は

要介護５（寝たきり）

となった原因の30%を

占めており【図２】、

当院の役割は非常に

重要であると考えて

おります。 

院長就任のご挨拶 

【図１】 
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寝たきりの3 0％は
脳血管障害が原因

 

これまでは脳卒中を中心と

した脳疾患に対する専門的

な急性期治療、早期からのリ

ハビリテーションに重点を

置き、また、患者さんがご自

宅へ退院された後の生活を

サポートできるよう、訪問看

護、訪問リハビリ、通所リハ

ビリといったサービスも提

供させて頂いておりました。しかしながら、急性期の治療後、ご自宅に退院さ

れるまでの間にさらなるリハビリテーション（回復期リハビリ）が必要な方は

転院をして頂かなければなりませんでした。この度、4月1日から当院でも回復

期リハビリテーション病棟を開設し、急性期の治療からご自宅へ戻られるまで

のリハビリテーションを当院で一貫して行うことができるようになりました。

万が一、脳疾患にかかられた場合でも、住み慣れた地域で治療を完結していた

だくことができます。 

脳卒中を発症した場合には手術を含めた専門的な治療、リハビリテーションを

早期から開始するのは勿論のこと、脳卒中の予防についても力を注いで参りま

す。 

これからもなお一層、皆様に満足していただける医療を提供していくことがで

きるよう、職員一同頑張って参りたいと思います。今後ともよろしくお願いい

たします。 
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脳血管障害 
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【図２】 


